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〈
福
田
会
頭
挨
拶
〉

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
潟
県
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
実
感

が
欲
し
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
、
新
た
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
の
商
工
会
議
所
の
声
に
応

え
て
、
中
小
企
業
の
皆
様
の
事
業
承
継
や
生

産
性
向
上
の
た
め
の
様
々
な
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。商
工
会
議
所
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非

と
も
皆
様
か
ら
積
極
的
に
お
使
い
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
潟
は
来
年
、開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
、

世
界
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到

来
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
佐
渡
の
世
界
遺
産
登
録
の
実
現
に

向
け
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
各
位
の
ご
隆
盛
と
、
本
日
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
米
山
県
知
事
祝
辞
〉

　

県
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
一
層
そ
の
歩
み

を
強
く
し
て
い
く
た
め
に
、
中
小
企
業
の
人

材
確
保
を
は
じ
め
、
生
産
性
向
上
に
繋
が
る

よ
う
な
、
ま
た
、
新
規
投
資
に
踏
み
切
れ
る

よ
う
な
支
援
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
知
事
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今

年
は
「
有
言
実
行
」
の
年
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
県
・
市
と
も
に
、

財
政
が
苦
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
様
々
な
施
策
を

打
ち
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
駅
の
高
架
化
も
つ
い
に
実
現
さ
れ
ま

す
。
新
潟
を
よ
り
美
し
く
綺
麗
に
、
後
世
に

誇
れ
る
街
に
で
き
る
よ
う
、
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〈
篠
田
市
長
祝
辞
〉

　

新
潟
市
で
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
ロ
シ
ア
代
表
選
手
団
が

合
宿
を
行
う
と
い
う
話
が
出
て
お
り
ま
す
。

拠
点
性
の
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
る
新
潟
空
港

に
、
反
転
攻
勢
の
動
き
が
明
確
に
出
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、万
代
島
で
改
修
中
の
通
称「
大

か
ま
」（
旧
水
産
物
物
揚
場
）
は
３
月
の
酒

の
陣
で
利
用
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
に
は
、
新
潟
駅
周
辺
整
備
連
続
立
体
交
差

事
業
の
高
架
駅
第
一
期
開
業
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
大
き
な
契
機
と
し
、
新
潟
駅
か
ら
街

へ
繰
り
出
す
ル
ー
ト
を
明
確
に
し
て
新
潟
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
県
と
と
も
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、７
月
14
日
に
は「
海

フ
ェ
ス
タ
に
い
が
た
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
盛
り
上
げ
る
き
っ

か
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
を
１
月
５
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
開
催

し
、
来
賓
、
会
員
な
ど
併
せ
て
約
１
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
田
会
頭
は
、「
本
年
は
事
業
承
継
や
生
産
性
向
上
の
た
め
の
事
業
を
は
じ
め
、
新
潟
開
港

１
５
０
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま

た
、
米
山
知
事
、
篠
田
市
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
の
祝
辞
や
三
村
日
商
会
頭
か
ら
の
祝
電
披
露
、

古
町
芸
妓
連
の
祝
舞
、
賀
詞
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

気
持
ち
も
新
た
に
、
新
潟
経
済
の
隆
盛
を
祈
念
！

～
新
潟
商
工
会
議
所
新
年
祝
賀
会
に
１
２
０
０
名
～

挨拶する福田会頭

賀詞交換のようす

会員増強を呼びかけたパワーアップ5000推進委員
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会議所の き動
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ロ
シ
ア
大
消
費
市
場
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
第
３
回
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
～

　

当
所
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
は
、

12
月
６
日
、「
ロ
シ
ア
大
消
費
市
場
開
拓
セ

ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。（
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
共
催
、参
加
者
62
名
）

　

当
日
は
、
在
新
潟
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館

の
ヤ
ー
セ
ネ
フ
・
セ
ル
ゲ
イ
総
領
事
が
、
日

露
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
と
新
潟
の
企
業
へ
の
期
待

を
テ
ー
マ
に
、
ロ
シ
ア
経
済
の
最
新
事
情
な

ど
を
語
っ
た
ほ
か
、
㈱
Ｊ
Ｓ
Ｎ
の
代
表
取
締

役
高
橋
克
郎
氏
か
ら
ロ
シ
ア
の
消
費
構
造
と

開
拓
に
つ
い
て
、
新
潟
県
知
事
政
策
局 

国

際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
担
当
参
与
の
前
田
奉
司
氏

か
ら
ロ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
の
協
力
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
代
司
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社

長
の
田
中
洋
介
氏
と
㈱
玉
川
堂
代
表
取
締
役

社
長
の
玉
川
基
行
氏
か
ら
ロ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
現
地
の
市
場
の
み
な

ら
ず
、
ロ
シ
ア
人
の
嗜
好
、
ロ
シ
ア
政
府
側

が
日
本
に
求
め
て
い
る
事
項
な
ど
、
色
々
と

参
考
に
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」「
現

地
事
情
を
現
地
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
目
線
で
語
っ

て
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

未
来
の
地
球
の
た
め
に

環
境
保
全
に
取
り
組
む
企
業
を
視
察

　

12
月
11
日
、
当
所
と
に
い
が
た
市
民
環
境

会
議
環
境
配
慮
推
進
活
動
部
会
の
共
催
で
、

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
視
察
見
学
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
で
あ
る
北
越
紀
州
製
紙
㈱

新
潟
工
場
で
は
、
１
ロ
ー
ル
１
０
０
ｔ
の
製

品
を
生
産
で
き
る
世
界
最
大
級
の
抄
紙
機

や
、環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う「
ミ

ニ
マ
ム
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
よ
る
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
㈱
大

橋
商
会
東
港
工
場
で
は
様
々
な
廃
棄
物
に
対

応
し
た
分
別
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
た
後
、
同

社
が
森
の
荒
廃
を
救
済
す
る
た
め
創
設
し
た

㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
潟
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
専
焼
発
電
所
で
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
新
潟
火
力
発
電
所
で
は
、

６
０
０
℃
の
余
熱
で
再
発
電
を
行
う
“
多
軸

型
１
４
５
０
℃
級
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

発
電
系
列
”
な
ど
、
い
ず
れ
も
最
先
端
の
シ

ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

経
営
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
後
継
者

経
営
者
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ

　

若
手
経
営
者
・
後
継
者
に
必
要
な
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
目
的
に
、
㈱
に
い
が
た

事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
室
代
表
取
締
役
の
土
田

正
憲
氏
と
同
社
取
締
役
の
土
田
克
則
氏
を
講

師
に
全
３
回
（
１
月
17
日
、
29
日
、
２
月
７

日
）
の
後
継
者
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
回
は「
事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト
と
経
営

革
新
」、２
回
目
は「
決
算
書
の
見
方
と
財
務

管
理
」、３
回
目
は「
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
組
織
管
理
力
」に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
財
務
管
理
に
つ
い
て
は
、
財
務
諸

表
の
見
方
か
ら
損
益
分
岐
点
の
求
め
方
ま

で
、
経
営
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
決
算
書
の

読
み
方
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
土
田
克

則
氏
は
、
自
身
の
事
業
承
継
の
経
験
に
基
づ

き
、
経
営
者
目
線
で
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
い
専
門
用
語
が

よ
く
理
解
で
き
た
」、「
自
社
の
決
算
書
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

29
年
度 

第
４
回

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
交
換
会
を
開
催

　

12
月
７
日
、
今
年
度
４
回
目
の
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

18
社
の
事
業
所
が
参
加
し
、
全
事
業
所
１
分

間
の
自
社
Ｐ
Ｒ
や
取
引
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け

た
情
報
交
換
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
様
々
な
企
業
や
業
種

の
方
と
お
話
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
」、「
自
分
の
特
殊
な
職
業
を
周
知
す

る
こ
と
が
で
き
て
満
足
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

当
交
換
会
は
、
次
年
度
も
年
４
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
会
員
各
社
の
情
報
交
換

と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
い

た
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

産業廃棄物のリサイクル工程を見学

グループに分かれ情報交換する参加者

講演するヤーセネフ・セルゲイ在新潟ロシア連邦総領事


